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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の水晶体嚢内に設置するための調節式眼内レンズアセンブリであって、
　第１の光学構成要素と、前記第１の光学構成要素に対して後方の第２の光学構成要素と
を有する調節式レンズユニットであって、前記第１の光学構成要素および／または前記第
２の光学構成要素の屈曲が前記調節式レンズユニットの光学度数を変化させるよう、前記
第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素は、可撓性である、調節式レ
ンズユニットと、
　非調節式補正レンズであって、前記調節式眼内レンズアセンブリが前記対象の前記水晶
体嚢内に設置されると、前記補正レンズが前記調節式レンズユニットの前記第１の光学構
成要素の前方にありかつ離間されるよう、前記補正レンズが前記調節式レンズユニットに
取り外し可能に連結されるよう構成される、非調節式補正レンズと
　を備える調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項２】
　前記第１の光学構成要素が可撓性であり、前記第１の光学構成要素が調節のために所望
の光学度数をもたらすのに十分な程度まで前方に屈曲できるよう構成された間隙によって
、前記補正レンズが前記第１の光学構成要素から離間した、請求項１に記載の調節式眼内
レンズアセンブリ。
【請求項３】
　前記補正レンズが、体液が前記補正レンズと前記第１の光学構成要素との間の前記間隙
内に、および前記間隙から外に流れることができるよう構成された通路をさらに含む、請
求項２に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項４】
　前記調節式レンズユニットが、固定レンズ受容体をさらに備え、前記補正レンズが前記
固定レンズ受容体内にスナップ嵌合される、請求項１に記載の調節式眼内レンズアセンブ
リ。
【請求項５】
　前記調節式レンズユニットが、前記第１の光学構成要素と前記第２の光学構成要素との
間の流体チャンバと、前記流体チャンバに流体連結された貯蔵部と、前記流体チャンバお
よび前記貯蔵部内の流動可能な光学材料とをさらに備え、前記第１の光学構成要素および
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／または前記第２の光学構成要素が、前記流体チャンバと前記貯蔵部との間に流れる前記
光学材料に応じて屈曲し、前記光学度数を変化させる、請求項１に記載の調節式眼内レン
ズアセンブリ。
【請求項６】
　請求項５に記載の調節式眼内レンズアセンブリであって、
　前記調節式レンズユニットが、前記第１の光学構成要素を有する第１の構造要素と、前
記第１の光学構成要素周りの第１の外側部分と、前記第２の光学構成要素を有する第２の
構造要素と、前記第２の光学構成要素周りの第２の外側部分と、をさらに備え、前記第１
および第２の構造要素が一緒に結合され、前記第１の光学構成要素と第２の光学構成要素
との間の前記流体チャンバを形成し、第１の外側要素と第２の外側要素との間の前記貯蔵
部を形成し、
　前記補正レンズが前記第１の構造要素の前記第１の外側部分に取り付けられた、調節式
眼内レンズアセンブリ。
【請求項７】
　前記第１の光学構成要素の前方偏向および前記流体チャンバの前記流動可能な光学材料
が、光学度数調節をもたらすよう、前記第１の光学構成要素が偏向可能であり、前記第２
の光学構成要素が少なくとも実質的に硬い、請求項５に記載の調節式眼内レンズアセンブ
リ。
【請求項８】
　前記第１および第２の構造要素の前記第１および第２の外側部分によって画定される前
記貯蔵部が環状ベローズであり、前記流動可能な光学材料が前記環状ベローズと前記流体
チャンバとの間を流れる、請求項５に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項９】
　前記補正レンズが、円環レンズを備え、前記円環レンズは、前記円環レンズを光学軸に
整合させるよう構成された整合特徴を有する、請求項１に記載の調節式眼内レンズアセン
ブリ。
【請求項１０】
　調節式眼内レンズアセンブリであって、
　調節式レンズユニットを備え、前記調節式レンズユニットは、
　　第１の光学構成要素と、
　　前記第１の光学構成要素に対して後方の第２の光学構成要素と、
　　前記第１の光学構成要素と前記第２の光学構成要素との間の流体と、
　　前記第１の光学構成要素から環状に突出する壁部と、
　　前記第１および第２の光学構成要素に対して前方に前記壁部に沿った保持特徴と
　を有し、前記第１の光学構成要素と前記第２の光学構成要素との間の前記流体と組み合
わせた前記第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素の屈曲が前記調節
式レンズユニットの光学度数を変化させるように、前記第１の光学構成要素および／また
は前記第２の光学構成要素は、可撓性であり、前記第１の光学構成要素および前記第２の
光学構成要素のうちの１つは、補正レンズに解放可能に結合するように構成されている、
調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項１１】
　前記第１の光学構成要素および前記第２の光学構成要素のうちの１つは、前記調節式レ
ンズユニットが眼に移植された後、前記眼においてその場で前記補正レンズを取り外し可
能に受け取るように構成されている、請求項１０に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項１２】
　前記保持特徴は、補正レンズを解放可能に係合するように構成されている、請求項１０
に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項１３】
　前記第１の光学構成要素が可撓性であり、前記第１の光学構成要素が調節のために所望
の光学度数をもたらすのに十分な程度まで前方に屈曲できるよう構成された間隙によって
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、前記補正レンズが前記第１の光学構成要素から離間した、請求項１０に記載の調節式眼
内レンズアセンブリ。
【請求項１４】
　前記補正レンズは、体液が前記補正レンズと前記第１の光学構成要素との間の前記間隙
内に、および前記間隙から外に流れることができるよう構成された通路をさらに含む、請
求項１３に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
【請求項１５】
　前記調節式レンズユニットが、固定レンズ受容体をさらに備え、前記補正レンズが前記
固定レンズ受容体内にスナップ嵌合される、請求項１０に記載の調節式眼内レンズアセン
ブリ。
【請求項１６】
　前記調節式レンズユニットが、前記第１の光学構成要素と前記第２の光学構成要素との
間の流体チャンバと、前記流体チャンバに流体連結された貯蔵部と、前記流体チャンバお
よび前記貯蔵部内の流動可能な光学材料とをさらに備え、前記第１の光学構成要素および
／または前記第２の光学構成要素は、前記流体チャンバと前記貯蔵部との間に流れる前記
光学材料に応じて屈曲し、前記光学度数を変化させる、請求項１０に記載の調節式眼内レ
ンズアセンブリ。
【請求項１７】
　前記補正レンズは、円環レンズを備え、前記円環レンズは、前記円環レンズを光学軸に
整合させるよう構成された整合特徴を有する、請求項１０に記載の調節式眼内レンズアセ
ンブリ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　本明細書に記述される全ての刊行物、特許、および特許出願は、各個々の刊行物、特許
、または特許出願が参照により組み込まれるように具体的かつ個々に示されるかのように
同程度に参照により本明細書に組み込まれる。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　対象の水晶体嚢内に設置するための調節式眼内レンズであって、
　内部領域と外部領域とを有する第１の構成要素と、
　内部領域と外部領域とを有する第２の構成要素であって、前記第１の構成要素に連結さ
れた第２の構成要素と、
　前記第１および第２の構成要素の前記内部領域の内面の間に画定される流体チャンバと
、
　前記第１および第２の構成要素の前記外部領域の内面の間に画定される流体貯蔵部であ
って、前記流体チャンバと流体連通し、前記水晶体嚢の形状変化に応じて前記流体チャン
バと前記流体貯蔵部との間で流体を移動させ、前記調節式眼内レンズに光学度数変化をも
たらす流体貯蔵部と、
　光学度数を有し、前記第１または第２の構成要素に連結される第３の構成要素であって
、前記第３の構成要素が連結される前記第１または第２の構成要素の外面に対向しかつ隣
接する内面を有する第３構成要素と、を備える調節式眼内レンズ。
（項目２）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２構成要素の前記内部領域のうちの１
つ以上が平面部材を備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２構成要素の前記内部領域のうちの１
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つ以上が、前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間の流体移動に応じて偏向するよう構
成される、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２構成要素の前記内部領域のうちの１
つ以上の偏向が、前記光学度数変化の少なくとも一部をもたらす、項目３に記載の調節式
眼内レンズ。
（項目５）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２構成要素の前記内部領域のうちの１
つ以上の偏向が、前記流体チャンバの寸法または形状のうちの１つ以上を変化させ、前記
光学度数変化の前記少なくとも前記一部分をもたらす、項目４に記載の調節式眼内レンズ
。
（項目６）
　前記流体チャンバの前記寸法または前記形状のうちの１つ以上への前記変化が、前記第
１および第２構成要素の前記内部領域の内面の間の分離距離を備える、項目５に記載の調
節式眼内レンズ。
（項目７）
　前記第３の構成要素が前記第２の構成要素に連結され、前記第１の構成要素の前記内部
領域が、前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間の前記流体移動に応じて偏向するよう
構成された偏向可能部材を備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８）
　前記第１の構成要素が接合部において前記第２の構成要素に接着される、項目１に記載
の調節式眼内レンズ。
（項目９）
　前記第１の構成要素と前記第２の構成要素との間に間隙をもたらすよう、前記第１の構
成要素または前記第２の構成要素のうちの１つ以上の前記内面上に突出部をさらに備える
、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素の周囲に円周方向に延在する接合部にお
いて、前記第１の構成要素が前記第２の構成要素に接着される、項目１に記載の調節式眼
内レンズ。
（項目１１）
　前記第１および第２の構成要素の前記外部領域が、前記第１および第２の構成要素の前
記内部領域の周囲に連続してかつ円周方向にそれぞれ延在する、項目１に記載の調節式眼
内レンズ。
（項目１２）
　前記第１の構成要素の前記外部領域が、前記第１の構成要素の前記外部領域の光学軸の
周囲を連続してかつ円周方向に延在する１つ以上の折り畳みを備え、前記第２の構成要素
の前記外部領域が、前記第２の構成要素の前記外部領域の光学軸の周囲を連続してかつ円
周方向に延在する１つ以上の折り畳みを備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１３）
　前記第１の構成要素の前記外部領域のうちの前記１つ以上の折り畳みおよび前記第２の
構成要素の前記外部領域のうちの前記１つ以上の折り畳みが互いに向かって延在して複数
のベローズを画定し、前記流体貯蔵部が前記複数のベローズを備える、項目１２に記載の
調節式眼内レンズ。
（項目１４）
　前記第１の構成要素が、前記内部領域の半径方向の移動に伴う、前記外部領域の半径方
向の移動を抑止するように、前記内部領域と外部領域との間に円周方向に延在する第１の
環状に形状化された剛性の連結構造を備え、前記第２の構成要素が、前記外部領域の半径
方向の移動に伴う、前記内部領域の半径方向の移動を抑止するように、前記内部領域と外
部領域との間に円周方向に延在する第２の環状に形状化された剛性の連結構造を備え、前
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記第１の環状に形状化された構造は、前記第１の構成要素の前記外部領域の第１の厚さよ
りも大きい第１の半径方向の厚さを備え、前記第２の環状に形状化された構造は、前記第
２の構成要素の前記外部領域の第２の厚さよりも大きい第２の半径方向の厚さを備える、
項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１５）
　前記第１の構成要素が前方構成要素を備え、前記第２の構成要素が後方構成要素を備え
る、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１６）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
１つ以上がシェルを備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１７）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
一方が平面部材を備え、前記内部領域の他方が光学度数をもたらすように形状化される平
凸部材を備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１８）
　前記流体チャンバ内の前記流体が、光学度数をもたらすように前記流体チャンバを形状
化する、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１９）
　前記第１および第２の構成要素の前記内部領域と外部領域との間に位置する突出部が前
記第１の構成要素を前記第２の構成要素に接続し、前記突出部が、前記第１の構成要素と
第２の構成要素との間に間隙をもたらすように前記第１または第２の構成要素のうちの１
つ以上の、１つ以上の剛性の連結構造上に位置する、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目２０）
　前記流体貯蔵部が、内部ベローズ領域と外部ベローズ領域との間に適合性折り畳み領域
を備え、前記適合性折り畳み領域が前記内部および外部ベローズよりも薄い、項目１に記
載の調節式眼内レンズ。
（項目２１）
　前記第１または第２の構成要素のうちの１つ以上に連結され、前記第１および第２の構
成要素を互いから分離させる複数の突出部をさらに備える、項目１に記載の調節式眼内レ
ンズ。
（項目２２）
　前記複数の突出部が、前記第１および第２の構成要素の前記内部領域と外部領域との間
に位置する、項目２１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目２３）
　前記複数の突出部が、前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間に複数の流体チャネル
を画定し、前記複数の流体チャネルがそれぞれ、２つの隣接する突出部の間に画定される
、項目２１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目２４）
　前記第１または第２の構成要素のうちの１つ以上がポリマー材を備える、項目１に記載
の調節式眼内レンズ。
（項目２５）
　前記ポリマー材がＰＭＭＡコポリマーを備える、項目２４に記載の調節式眼内レンズ。
（項目２６）
　前記ポリマー材が透水性のある、項目２４に記載の調節式眼内レンズ。
（項目２７）
　前記ポリマー材が親水性のある、項目２４に記載の調節式眼内レンズ。
（項目２８）
　前記調節式眼内レンズが前記水晶体嚢内に設置されるとき、前記対象の前記水晶体嚢内
の水を、前記ポリマー材を通じて、前記流体チャンバまたは流体貯蔵部のうちの１つ以上
の中へ、または外へ移動させ、浸透平衡を達成するように前記ポリマー材が構成される、



(6) JP 2018-534077 A5 2019.12.26

項目２４に記載の調節式眼内レンズ
（項目２９）
　前記ポリマー材が、４０ｋＤａ超の分子量を有する化合物に不透過性である、項目２４
に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３０）
　前記流体チャンバ内に流体をさらに備え、前記流体が、溶液、油、シリコーン油、デキ
ストランの溶液、高分子量デキストランの溶液、または別の高分子量化合物の溶液のうち
の１つ以上を備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３１）
　前記流体貯蔵部が、前記流体チャンバの外縁の周囲に位置する連続したバッフル構造を
備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３２）
　前記連続したバッフル構造が、環状、楕円状、または回転対称形状のうちの１つ以上を
備える、項目３１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３３）
　前記第１および第２の構成要素が、断面が低減された送達構成に折り畳まれるのに十分
に可撓性がある、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３４）
　前記断面が低減された送達構成が、前記調節式眼内レンズの光学軸に対して横断方向の
送達軸の周囲に、前記眼内レンズの折り畳みまたはロールのうちの１つ以上を備える、項
目３３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３５）
　送達管または開口をさらに備え、前記断面が低減された送達構成が、前記送達管または
開口の中へ前進する前記眼内レンズを備える、項目３３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３６）
　前記流体貯蔵部が、前記水晶体嚢に係合する触覚構造を備える、項目１に記載の調節式
眼内レンズ。
（項目３７）
　前記流体チャンバ内の前記流体が、約１．３３６の前記眼の房水の屈折率よりも大きい
屈折率を有する、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目３８）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
１つ以上が、光学度数をもたらさない構成となるよう付勢される、項目１に記載の調節式
眼内レンズ。
（項目３９）
　前記流体チャンバ内の前記流体が光学度数をもたらす、項目１に記載の調節式眼内レン
ズ。
（項目４０）
　前記第１および第２の構成要素が互いに結合される、項目１に記載の調節式眼内レンズ
。
（項目４１）
　前記第１および第２の構成要素がポリマー材を備え、前記第１および第２の構成要素が
ポリマー材のプレポリマーと結合する、項目４０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４２）
　前記第１の構成要素または前記第２の構成要素のうちの１つ以上が直接作製された、項
目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４３）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が、一緒に直接作製されており、単一の
片を成す、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４４）
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　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が別個に成形され、一緒に結合されてい
る、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４５）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が別個に旋盤加工され、一緒に結合され
ている、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４６）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が、間に延在する突出部において一緒に
結合される、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４７）
　前記第１の構成要素が第１の作製された部品を備え、前記第２の構成要素が第２の作製
された部品を備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４８）
　前記第３の構成要素の外縁が、前記第１または第２の構成要素のうちの１つ以上の外縁
内にある、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目４９）
　前記第３の構成要素が、前記第１または第２のレンズ構成要素上にスナップ嵌合するよ
う構成される、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目５０）
　前記第１および第２の構成要素をそれらの外縁において互いに連結するよう構成された
第４の構成要素をさらに備える、項目１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目５１）
　前記第４の構成要素が薄壁リングを備える、項目５０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目５２）
　前記第１および第２の構成要素の前記薄壁リングと前記外部領域とが一緒に前記流体貯
蔵部を画定する、項目５１に記載の調節式眼内レンズ。
（項目５３）
　方法であって、前記項目のいずれか１項にある調節式眼内レンズを提供することを含む
方法。
（項目５４）
　調節式眼内レンズを移植する方法であって、
　対象の水晶体嚢内に調節式眼内レンズの調節部分を位置付けするステップであって、中
に位置付けされると、前記調節部分が、前記水晶体嚢の動きに応じてその光学度数を変化
させるよう構成される、ステップと、
　前記調節式眼内レンズの固定光学部分を前記水晶体嚢内に位置付けするステップであっ
て、前記固定光学部分が固定光学度数を有する、ステップと、
　前記水晶体嚢内で前記調節部分を前記固定光学部分に連結するステップであって、前記
調節部分と前記固定光学部分が組み合わされ、前記対象の眼に光学補正と調節をもたらす
、ステップと、を含む方法。
（項目５５）
　前記固定光学部分を複数の固定光学部分から選択するステップであって、前記複数の固
定光学部分の前記固定光学部分が互いに異なる光学度数を有する、ステップをさらに含む
、項目５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記調節式眼内レンズの前記調節部分が前記水晶体嚢内に位置付けされた状態で、光学
度数または前記眼の調節範囲のうちの１つ以上を測定するステップをさらに含む、項目５
５に記載の方法。
（項目５７）
　前記固定光学部分が、前記光学度数または調節範囲のうちの、前記測定された１つ以上
に基づいて選択される、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
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　前記調節部分が前記水晶体嚢内に位置付けされた状態で、前記眼の前記光学度数または
調節範囲のうちの１つ以上を補填するよう前記固定光学部分が選択される、項目５７に記
載の方法。
（項目５９）
　前記調節式眼内レンズの前記調節および固定光学部分を中に位置付けする前に、前記水
晶体嚢から白内障を取り除くステップをさらに含む、項目５５に記載の方法。
（項目６０）
　前記調節部分が流体チャンバを備え、前記流体チャンバが前記調節部分に光学度数と調
節とをもたらすよう構成された、項目５５に記載の方法。
（項目６１）
　前記流体チャンバが、前記水晶体嚢の動きに応じてサイズまたは形状のうちの１つ以上
を変化させ、前記調節をもたらすよう構成される、項目６０に記載の方法。
（項目６２）
　前記調節部分が前記流体チャンバと流体連通する流体貯蔵部を備え、前記流体貯蔵部が
流体を前記流体チャンバにもたらして前記流体チャンバの前記サイズまたは形状のうちの
１つ以上への変化を補填する、項目６１に記載の方法。
（項目６３）
　前記流体貯蔵部が、１つ以上のベローを備える、項目６２に記載の方法。
（項目６４）
　前記流体貯蔵部が前記調節部分の円周に沿って位置付けされる、項目６２に記載の方法
。
（項目６５）
　前記固定光学部分が、前記調節部分に連結されると、前記流体貯蔵部によって画定され
る境界内に位置付けされる、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記固定光学部分が平凸部材を備える、項目５５に記載の方法。
（項目６７）
　前記固定光学部分が、前記調節部分の前方または後方表面にわたって位置付けされる、
項目５５に記載の方法。
（項目６８）
　前記水晶体嚢内で前記固定光学部分と一緒に前記調節部分を連結させるステップが、前
記調節および固定光学部分を一緒に結合するステップを含む、項目５５に記載の方法。
（項目６９）
　前記眼の内部においてその場で（ｉｎ－ｓｉｔｕ）一緒に組み立てられ、前記調節式眼
内レンズを形成するよう配置される、複数のレンズ構成要素。
（項目７０）
　項目７０に記載の調節式眼内レンズであって、前記複数の構成要素が、
　内部領域と外部領域とを有する第１の構成要素と、
　内部領域と外部領域とを有する第２の構成要素であって、前記第１の構成要素に連結さ
れる第２の構成要素と、
　前記第１および第２の構成要素の前記内部領域の内面の間に画定される流体チャンバと
、
　前記第１および第２の構成要素の前記外部領域の内面の間に画定される流体貯蔵部であ
って、前記水晶体嚢の形状変化に応じて前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間で流体
を移動させるように前記流体チャンバと流体連通し、前記調節式眼内レンズに光学度数変
化をもたらす流体貯蔵部と、
　光学度数を有し、前記第１または第２の構成要素に連結される第３の構成要素であって
、前記第３の構成要素が連結される前記第１または第２の構成要素の外面に対向しかつ隣
接する内面を有する第３構成要素と、を備える、調節式眼内レンズ。
（項目７１）
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　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
１つ以上が平面部材を備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目７２）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
１つ以上が、前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間の前記流体移動に応じて偏向する
よう構成された、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目７３）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２構成要素の前記内部領域の１つ以上
の偏向が、前記光学度数変化の少なくとも一部をもたらす、項目７２に記載の調節式眼内
レンズ。
（項目７４）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２構成要素の前記内部領域の１つ以上
の前記偏向が、前記流体チャンバの寸法または形状のうちの１つ以上を変化させ、
前記光学度数変化の少なくとも一部をもたらす、項目７３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目７５）
　前記流体チャンバの前記寸法または前記形状のうちの１つ以上への前記変化が、前記第
１および第２構成要素の前記内部領域の内面の間の分離距離を備える、項目７４に記載の
調節式眼内レンズ。
（項目７６）
　前記第３の構成要素が前記第２の構成要素に連結され、前記第１の構成要素の前記内部
領域が、前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間の前記流体移動に応じて偏向するよう
構成された偏向可能部材を備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目７７）
　前記第１の構成要素が、接合部において前記第２の構成要素に接着される、項目７０に
記載の調節式眼内レンズ。
（項目７８）
　前記第１の構成要素と前記第２の構成要素との間に間隙をもたらすよう、前記第１の構
成要素または前記第２の構成要素のうちの１つ以上の前記内面に突出部を備える、項目７
０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目７９）
　前記第１の構成要素が、前記第１の構成要素と前記第２の構成要素の周囲に円周方向に
延在する接合部において前記第２の構成要素に接着される、項目７０に記載の調節式眼内
レンズ。
（項目８０）
　前記第１および第２の構成要素の前記外部領域が、前記第１および第２の構成要素の前
記内部領域の周囲を連続してかつ円周方向にそれぞれ延在する、項目７０に記載の調節式
眼内レンズ。
（項目８１）
　前記第１の構成要素の前記外部領域が、前記第１の構成要素の前記外部領域の光学軸の
周囲を連続してかつ円周方向に延在する１つ以上の折り畳みを備え、前記第２の構成要素
の前記外部領域が、前記第２の構成要素の前記外部領域の光学軸の周囲を連続してかつ円
周方向に延在する１つ以上の折り畳みを備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８２）
　前記第１の構成要素の前記外部領域の前記１つ以上の折り畳みと前記第２の構成要素の
前記外部領域の前記１つ以上の折り畳みとが、互いに向かって延在して複数のベローズを
画定し、前記流体貯蔵部が前記複数のベローズを備える、項目８１に記載の調節式眼内レ
ンズ。
（項目８３）
　前記第１の構成要素が、前記内部領域の半径方向の移動に伴う、前記外部領域の半径方
向の移動を抑止するように、前記内部領域と外部領域との間に円周方向に延在する、第１
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の環状に形状化された剛性の連結構造を備え、前記第２の構成要素が、前記外部領域の半
径方向の移動に伴う、前記内部領域の半径方向の移動を抑止するように、前記内部領域と
外部領域との間に円周方向に延在する、第２の環状に形状化された剛性の連結構造を備え
、前記第１の環状に形状化された構造が、前記第１の構成要素の前記外部領域の第１の厚
さよりも大きい第１の半径方向の厚さを備え、前記第２の環状に形状化された構造が、前
記第２の構成要素の前記外部領域の第２の厚さよりも大きい第２の半径方向の厚さを備え
る、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８４）
　前記第１の構成要素が前方構成要素を備え、前記第２の構成要素が後方構成要素を備え
る、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８５）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
１つ以上がシェルを備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８６）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
一方が平面部材を備え、前記内部領域の他方が光学度数をもたらすように形状化される平
凸部材を備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８７）
　前記流体チャンバ内の前記流体が、光学度数をもたらすように前記流体チャンバを形状
化する、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８８）
　前記第１および第２の構成要素の前記内部領域と外部領域との間に位置する突出部が、
前記第１の構成要素を前記第２の構成要素に接続し、前記突出部が、前記第１または第２
の構成要素のうちの１つ以上の、１つ以上の剛性の連結構造上に位置し、前記第１の構成
要素と第２の構成要素との間に間隙をもたらす、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目８９）
　前記流体貯蔵部が、内部ベローズ領域と外部ベローズ領域との間に適合性折り畳み領域
を備え、前記適合性折り畳み領域が、前記内部および外部ベローズよりも薄い、項目７０
に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９０）
　前記第１または第２の構成要素のうちの１つ以上に連結され、前記第１および第２の構
成要素を互いから分離する複数の突出部をさらに備える、項目７０に記載の調節式眼内レ
ンズ。
（項目９１）
　前記複数の突出部が、前記第１および第２の構成要素の前記内部領域と外部領域との間
に位置する、項目９０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９２）
　前記複数の突出部が、前記流体チャンバと前記流体貯蔵部との間に複数の流体チャネル
を画定し、前記複数の流体チャネルはそれぞれ、２つの隣接する突出部の間に画定される
、項目９０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９３）
　前記第１または前記第２の構成要素のうちの１つ以上がポリマー材を備える、項目７０
に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９４）
　前記ポリマー材がＰＭＭＡコポリマーを備える、項目９３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９５）
　前記ポリマー材が透水性である、項目９３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９６）
　前記ポリマー材が親水性である、項目９３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９７）
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　前記調節式眼内レンズが前記水晶体嚢内に設置されると、前記対象の前記水晶体嚢内の
水を、前記ポリマー材を通じて、前記流体チャンバまたは流体貯蔵部のうちの１つ以上の
中へ、または外へ移動させ、浸透平衡を達成するように前記ポリマー材が構成される、項
目９３に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９８）
　前記ポリマー材が、４０ｋＤａ超の分子量を有する化合物に不透過性である、項目９３
に記載の調節式眼内レンズ。
（項目９９）
　前記流体チャンバ内に流体をさらに備え、前記流体が、溶液、油、シリコーン油、デキ
ストランの溶液、高分子量デキストランの溶液、または別の高分子量化合物の溶液のうち
の１つ以上を備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１００）
　前記流体貯蔵部が、前記流体チャンバの外縁の周囲に位置する連続したバッフル構造を
備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０１）
　前記連続したバッフル構造が、環状、楕円状、または回転対称形状のうちの１つ以上を
備える、項目１００に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０２）
　前記第１および第２の構成要素が、断面が低減された送達構成に折り畳まれるのに十分
に可撓性である、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０３）
　前記断面が低減された送達構成が、前記調節式眼内レンズの光学軸に対して横断方向の
送達軸の周囲に、前記眼内レンズの折り畳みまたはロールのうちの１つ以上を備える、項
目１０２に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０４）
　送達管または開口をさらに備え、前記断面が低減された送達構成が、前記送達管または
開口の中へ前進する前記眼内レンズを備える、項目１０２に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０５）
　前記流体貯蔵部が、前記水晶体嚢に係合する触覚構造を備える、項目７０に記載の調節
式眼内レンズ。
（項目１０６）
　前記流体チャンバ内の前記流体が、約１．３３６の前記眼の房水の屈折率よりも大きい
屈折率を有する、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１０７）
　前記第１の構成要素の前記内部領域または前記第２の構成要素の前記内部領域のうちの
１つ以上が、光学度数をもたらさない構成となるよう付勢される、項目７０に記載の調節
式眼内レンズ。
（項目１０８）
　前記流体チャンバ内の前記流体が、光学度数をもたらす、項目７０に記載の調節式眼内
レンズ。
（項目１０９）
　前記第１および第２の構成要素が互いに結合される、項目７０に記載の調節式眼内レン
ズ。
（項目１１０）
　前記第１および第２の構成要素がポリマー材を備え、前記第１および第２の構成要素が
ポリマー材のプレポリマーと結合する、項目１０９に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１１）
　前記第１の構成要素または前記第２の構成要素のうちの１つ以上が直接作製されている
、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１２）
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　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が、一緒に直接作製され、単一の片を成
す、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１３）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が別個に成形され、一緒に結合されてい
る、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１４）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が別個に旋盤加工され、一緒に結合され
ている、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１５）
　前記第１の構成要素および前記第２の構成要素が、間に延在する突出部において一緒に
結合される、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１６）
　前記第１の構成要素が第１の作製された部品を備え、前記第２の構成要素が第２の作製
された部品を備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１７）
　前記第３の構成要素の外縁が、前記第１または第２の構成要素のうちの１つ以上の外縁
内にある、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１８）
　前記第３の構成要素が、前記第１または第２のレンズ構成要素上にスナップ嵌合するよ
う構成される、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１１９）
　前記第１および第２の構成要素をそれらの外縁において互いに結合するよう構成された
第４の構成要素をさらに備える、項目７０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１２０）
　前記第４の構成要素が薄壁リングを備える、項目１１９に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１２１）
　前記第１および第２の構成要素の前記薄壁リングと前記外部領域とが一緒に前記流体貯
蔵部を画定する、項目１２０に記載の調節式眼内レンズ。
（項目１２２）
　方法であって、項目６９から項目１２２のいずれか１項にある調節式眼内レンズを提供
することを含む方法。
（項目１２３）
　対象の水晶体嚢内に設置するための調節式眼内レンズアセンブリであって、
　第１の光学構成要素と、前記第１の光学構成要素に対して後方に第２の光学構成要素と
を有する調節式レンズユニットであって、前記第１の光学構成要素および／または前記第
２の光学構成要素の屈曲が前記調節式レンズユニットの光学度数を変化させるよう、前記
第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素に可撓性がある調節式レンズ
ユニットと、
　一定の光学度数を有する補正レンズであって、前記補正レンズが前記調節式レンズユニ
ットの前記第１の光学構成要素の前方に、かつ離間されるよう、前記補正レンズが前記調
節式レンズユニットに取り外し可能に連結されるよう構成される補正レンズと、を備える
調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１２４）
　前記第１の光学構成要素が可撓性であり、前記第１の光学構成要素が調節のために所望
の光学度数をもたらすのに十分な程度まで前方に屈曲できるよう構成された間隙によって
、前記補正レンズが前記第１の光学構成要素から離間した、項目１２３に記載の調節式眼
内レンズアセンブリ。
（項目１２５）
　前記補正レンズが、本体流体が前記補正レンズと前記第１の光学構成要素との間の間隙
内および外に流れることができるよう構成された通路をさらに含む、項目１２４に記載の
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調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１２６）
　前記調節式レンズユニットが、固定レンズ受容体をさらに備え、前記補正レンズが前記
固定レンズ受容体内にスナップ嵌合される、項目１２３に記載の調節式眼内レンズアセン
ブリ。
（項目１２７）
　前記調節式レンズユニットが、前記第１の光学構成要素と第２の光学構成要素との間の
流体チャンバと、前記流体チャンバに流体連結された貯蔵部と、前記流体チャンバと前記
貯蔵部内の流動可能な光学部材とをさらに備え、前記第１の光学構成要素および／または
前記第２の光学構成要素が前記流体チャンバと前記貯蔵部との間に流れる前記光学部材に
応じて屈曲し、前記光学度数を変化させる、項目１２３に記載の調節式眼内レンズアセン
ブリ。
（項目１２８）
　項目１２７に記載の調節式眼内レンズアセンブリであって、ここにおいて、
　前記調節式レンズユニットが、前記第１の光学構成要素を有する第１の構造要素と、前
記第１の光学構成要素周りの第１の外側部分と、前記第２の光学構成要素を有する第２の
構造要素と、前記第２の光学構成要素周りの第２の外側部分と、をさらに備え、前記第１
および第２の構造要素が一緒に結合され、前記第１の光学構成要素と第２の光学構成要素
との間の前記流体チャンバを形成し、第１の外側要素と第２の外側要素との間の前記貯蔵
部を形成し、
　前記補正レンズが前記第１の構造要素の前記第１の外側部分に取り付けられた、調節式
眼内レンズアセンブリ。
（項目１２９）
　前記第１の光学構成要素および前記流体チャンバの前記流動可能な光学部材の前方偏向
が、光学度数調節をもたらすよう、前記第１の光学構成要素が偏向可能であり、前記第２
の光学構成要素が少なくとも実質的に硬い、項目１２７に記載の調節式眼内レンズアセン
ブリ。
（項目１３０）
　前記第１および第２の構造要素の前記第１および第２の外側部分によって画定される前
記貯蔵部が環状ベローズであり、前記流動可能な光学部材が前記環状ベローズと前記流体
チャンバとの間を流れる、項目１２７に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１３１）
　前記補正レンズが、円環レンズを光学軸に整合するよう構成された整合特徴を有する前
記円環レンズを備える、項目１２３に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１３２）
　調節式眼内レンズアセンブリであって、
　第１の光学構成要素と、前記第１の光学構成要素に対して後方の第２の光学構成要素と
、前記第１の光学構成要素と第２の光学構成要素との間の光学流体と、前記第１の光学構
成要素から環状に突出する壁部と、前記第１および第２の光学構成要素に対して前方に前
記壁部に沿った保持特徴とを有する調節式レンズユニットであって、前記第１の光学構成
要素と第２の光学構成要素との間の前記光学流体と組み合わせた前記第１の光学構成要素
および／または前記第２の光学構成要素の屈曲が、前記調節式レンズユニットの光学度数
を変化させるよう、前記第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素が可
撓性である調節式レンズユニットと、
　一定の光学度数を有する補正レンズであって、前記調節式レンズユニットが眼に移植さ
れた後、前記補正レンズが前記眼においてその場で（ｉｎ－ｓｉｔｕ）前記壁部に沿った
保持特徴に取り外し可能に結合されるよう構成された補正レンズと、を備える調節式眼内
レンズアセンブリ。
（項目１３３）
　前記第１の光学構成要素が可撓性であり、前記第１の光学構成要素が調節のために所望
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の光学度数をもたらすのに十分な程度まで前方に屈曲できるよう構成された間隙によって
、前記補正レンズが前記第１の光学構成要素から離間した、項目１３２に記載の調節式眼
内レンズアセンブリ。
（項目１３４）
　前記補正レンズが、本体流体が前記補正レンズと前記第１の光学構成要素との間の前記
間隙内に、および外に流れることができるよう構成された通路をさらに含む、項目１３２
に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１３５）
　前記調節式レンズユニットが、固定レンズ受容体をさらに備え、前記補正レンズが前記
固定レンズ受容体内にスナップ嵌合される、項目１３２に記載の調節式眼内レンズアセン
ブリ。
（項目１３６）
　項目１３２に記載の調節式眼内レンズアセンブリであって、前記調節式レンズユニット
が、前記第１の光学構成要素と第２の光学構成要素との間の流体チャンバと、前記流体チ
ャンバに流体連結された貯蔵部と、前記流体チャンバと前記貯蔵部内にある光学流体とを
さらに備え、ここにおいて、前記流体チャンバ内の光学流体の容積の変化が前記光学度数
を変化させるよう、前記第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素が、
前記流体チャンバと前記貯蔵部との間に流れる前記光学流体に応じて屈曲する、調節式眼
内レンズアセンブリ。
（項目１３７）
　項目１３６に記載の調節式眼内レンズアセンブリであって、ここにおいて、
　前記調節式レンズユニットが、前記第１の光学構成要素と、前記第１の光学構成要素の
周りの第１の外側部分とを有する第１の構造要素と、前記第２の光学構成要素と、前記第
２の光学構成要素の周りの第２の外側部分とを有する第２の構造要素と、をさらに備え、
前記第１および第２の構造要素が一緒に結合され、前記第１の光学構成要素と第２の光学
構成要素との間に前記流体チャンバを形成し、前記第１および第２の外側要素の間に前記
貯蔵部を形成し、
　前記補正レンズが前記第１の構造要素の前記第１の外側部分に取り付けられる、調節式
眼内レンズアセンブリ。
（項目１３８）
　前記第１の光学構成要素の前方偏向が光学度数調節をもたらすよう、前記第１の光学構
成要素が偏向可能であり、前記第２の光学構成要素が少なくとも実質的に硬い、項目１３
６に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１３９）
　前記第１および第２の構造要素の前記第１および第２の外側部分によって画定される前
記貯蔵部が環状ベローズであり、前記光学流体が前記環状ベローズと前記流体チャンバと
の間を流れる、項目１３６に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１４０）
　前記補正レンズが、円環レンズを光学軸に整合するよう構成された整合特徴を有する前
記円環レンズを備える、項目１３２に記載の調節式眼内レンズアセンブリ。
（項目１４１）
　調節式眼内レンズアセンブリを移植する方法であって、
　眼の嚢内に調節式レンズユニットを配置するステップあって、前記調節式レンズユニッ
トが、第１の光学構成要素と、前記第１の光学構成要素に対して後方の第２の光学構成要
素を備え、前記第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素の屈曲が、前
記調節式レンズユニットの光学度数を動的に変化させるよう、前記第１の光学構成要素お
よび／または前記第２の光学構成要素が可撓性である、ステップと、
　前記第１および第２の光学構成要素に対し前方に補正レンズを前記調節式レンズユニッ
トに取り外し可能に連結するステップであって、前記補正レンズが一定の光学度数を有す
る、ステップと、を含む方法。
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（項目１４２）
　前記第１の光学構成要素および／または前記第２の光学構成要素が他方から離れて屈曲
するよう、前記第１の光学構成要素と第２の光学構成要素との間の前記調節式レンズユニ
ット内に流体を流すことによって調節をもたらすステップをさらに含む、項目１４１に記
載の方法。
（項目１４３）
　前記第１の光学構成要素が前記第１の光学構成要素と前記補正レンズとの間の間隙内に
前方に屈曲し、前記第２の光学構成要素が少なくとも実質的に硬い、項目１４２に記載の
方法。
（項目１４４）
その場（ｉｎ－ｓｉｔｕ）で前記調節式レンズユニットから前記補正レンズを取り除くス
テップと、異なる光学度数を有する別の補正レンズを前記調節式レンズユニットに取り外
し可能に連結するステップと、をさらに含む、項目１４１に記載の方法。
（項目１４５）
　患者にとって所望の固定補正度数を決定するステップと、前記所望の固定補正度数を有
するために前記補正レンズを選択するステップと、をさらに含む、項目１４１に記載の方
法。
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